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リ
バ
テ
ィ
ヒ
ル
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
創
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅

欧
州
を
鉄
道
で
巡
る
音
楽
の
旅

リ
バ
テ
ィ
ヒ
ル
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、国
内・海
外
を
問
わ
ず
、個
人
旅
行
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
、ク
ル
ー
ズ
等
、様
々
な
旅
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、多
く
の
メ
ン
バ
ー
様
に
ご
好
評
頂
い
て
い
る「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
旅
」を
特
集
致
し
ま
す
。

趣
味
の
音
楽
を
活
か
し
て
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
の
旅
に
ト
ラ
イ
さ
れ
た
、当
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
ご
夫
妻
に
ご
協
力
を
賜
り
、レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　私
達
夫
婦
は
、電
車
の
中
の
ポ
ス
タ
ー
・
テ
レ
ビ
番
組
・
雑
誌
・

人
と
の
出
会
い
等
か
ら
、「
次
の
旅
先
は
ど
こ
に
し
よ
う
か
…
」

と
、常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　す
る
と
、不
思
議
に
も
、自
然
に
、旅
の
イ
メ
ー
ジ
を
創
る
事
が

出
来
る
の
で
す
。

　今
回
の
旅
行
先
の
中
心
は
、「
ド
イ
ツ
」。

　ド
イ
ツ
と
言
え
ば
、私
の
大
好
物
の
ビ
ー
ル
を
お
昼
か
ら

飲
み
、ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
と
言
い
訳
を
し
て
は
、各
地
の
地
ビ
ー
ル

を
飲
み
比
べ
る
。そ
ん
な
毎
日
が
想
像
出
来
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で

は
、も
っ
た
い
な
い
！

私
は
数
年
前
か
ら
、ク
ラ
シ
カ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
勉
強
し
始
め
、昨
年
か
ら
は
、バ
ッ
ハ
の
メ
ヌ
エ
ッ
ト
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、今
回
は
、テ
ー
マ
を『
バ
ッ
ハ
の
足
跡
を
鉄
道
で
巡
る

音
楽
の
旅
』と
決
め
ま
し
た
。

 

　訪
れ
て
み
た
い
場
所
に
ど
う
や
っ
て
行
く
か
、ど
こ
に
何
泊

す
る
か
、ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
に
す
る
か
…
。想
像
す
る
だ
け
で
、

心
が
躍
り
、私
達
の
気
持
ち
は
ド
イ
ツ
に
飛
ん
で
い
ま
す
！

　そ
れ
で
は
、成
田
空
港
か
ら
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
、旅
立
ち

ま
し
ょ
う
！

Eisenach アイゼナハ
バッハの空気に触れてみたくて、アイゼナハへ。
偉大な音楽家が、こんな小さな街に生まれたのか
と、正直驚きました。
バッハハウスには、オーディオ室があり、ゆっくり
音楽を聴く事が出来ます。
一泊もすれば十分に観光出来る街ですが、もう暫く
滞在して、もっとバッハの音楽を聴いていたい気持ち
を胸に、この地を後にしました。

Leipzig ライプツィヒ
ライプツィヒは、ドイツを代表する音楽の街です。
現地の大学生に話しかけられ、彼らとの会話を、
楽しむ事が出来ました。
バッハ博物館では、アンケートに答えて欲しいと、
日本語の用紙を渡されました。「日本語で書いて
良いの？」と聞くと、「もちろん！」との返事。
バッハが眠っているニコライ教会は、私がどうして
も行きたかった場所で、夢が実現しました。

Dresden ドレスデン
レジデンス宮殿が印象的でした。豪華絢爛な器等
を目の前にすると、感動で、圧倒されてしまいます。
ここは、大きな街なので、とても賑やかなです。
歩き疲れたので、路面電車にもトライ！ところが、
チケットの買い方が分からず、困っていたところ、
ドレスデン在住６年の日本人夫婦が、丁寧に教えて
下さり、無事、路面電車も利用する事が出来ました。

Wien ウィーン
最後の街は、シュテファン寺院が目の前にある贅沢な
ホテルに宿泊しました。街のあちこちで、コンサート
チケットを売っており、行き当たりばったりで、毎晩
クラッシックコンサートを楽しみました。
老若男女が、映画を見る感覚で、気軽に音楽を楽しんで
いる「ウィーン」は、私の大好きな街となりました。
また、外を歩いていると、あちこちから聞こえてくる鐘の
音色に、とても癒されます。ウィーンの人々は、きっとこの
教会の鐘の音で、時間がわかるのでしょう。日本のよう
に、街中には時計がありませんから。

Feature
特集

Köln ケルン
ケルンは、デュッセルドルフ空港から近く、アクセス
も良いので、急遽、訪問した街です。
大聖堂からの景色は、とても素晴らしく、まるで
ガリバー旅行記の世界そのものです。歩いている
人々が、小さなお人形に見えました。

バッハハウス

ドレスデン市内を望む

ライプツィヒ ニコライ
教会

ケルン大聖堂とライン川

アイゼナハ中央駅

Kapuziner Weissbier
ドイツ地ビール

ドレスデン中央駅

Kostriber Schwarzbier
ドイツ地ビール

ウィーン学友協会

ウィーン王宮オーケス
トラ

《特集》　欧州を鉄道で巡る音楽の旅

自
分
達
の
ペ
ー
ス
で
回
る

旅
は
と
て
も
楽
し
い
！

リバティヒルバケーション
岩崎 治幸
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